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◆
セ
ラ
ミ
ッ
ク
バ
レ
ー
構
想
と
美
濃
陶

磁
歴
史
館
と
小
山
冨
士
夫
氏
に
つ
い
て

　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
バ
レ
ー
構
想
の
軸
に
は
、

陶
磁
研
究
に
お
い
て
は
第
一
人
者
で
土
岐

市
と
か
か
わ
り
の
深
い
小
山
冨
士
夫
氏
が

欠
か
せ
な
い
と
思
う
が
、
土
岐
市
と
し
て

今
後
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
る
の

か
。

　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
バ
レ
ー
構
想
は
ス
タ
ー
ト

し
た
ば
か
り
で
具
体
的
な
構
想
は
ま
だ
な

い
。
当
面
の
取
組
と
し
て
、
今
年
度
９
月

か
ら
来
年
の
２
月
に
美
濃
陶
磁
歴
史
館
で

の
特
別
展
、
企
画
展
と
い
う
こ
と
で
、
小

山
冨
士
夫
氏
を
取
り
上
げ
た
い
。
又
、
そ

の
都
度
必
要
な
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
。

　
土
岐
市
は
美
濃
陶
磁
歴
史
館
の
建
て
替

え
を
計
画
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
小
山
冨

士
夫
氏
の
資
料
館
併
設
に
つ
い
て
基
本
構

想
の
中
に
入
れ
て
検
討
を
し
て
も
ら
え
な

い
か
。

　
土
岐
市
が
所
有
す
る
小
山
冨
士
夫
氏
の

茶
碗
、
花
入
れ
、
書
簡
な
ど
の
著
作
物
は

35
点
ほ
ど
で
、
資
料
館
を
単
独
で
整
備
す

る
規
模
と
し
て
は
多
く
な
い
の
で
、
今
回

の
企
画
展
を
通
じ
て
業
績
の
紹
介
を
し
て

い
き
た
い
。

　
美
濃
陶
磁
歴
史
館
の
設
計
業
者
は
ど
の

よ
う
な
視
点
で
選
ば
れ
る
の
か
。

　
今
年
度
、
基
本
構
想
策
定
業
務
に
と
り

か
か
っ
て
い
る
。
強
化
し
て
い
く
べ
き
活

動
内
容
や
施
設
機
能
に
つ
い
て
、
研
究
機

関
と
の
連
携
協
働
に
つ
い
て
、
地
域
活
動

や
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
創
出
に
つ
い
て
な

ど
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
提
案
事
項
と
し
審

査
を
実
施
し
て
、
最
優
秀
提
案
事
業
者
を

選
出
し
て
い
る
。

　
小
山
冨
士
夫
氏
の
邸
宅
は
管
理
に
年
間

80
万
円
を
か
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
私

か
ら
見
る
と
、
こ
の
ま
ま
廃
屋
に
な
っ
て

し
ま
う
の
を
待
っ
て
お
ら
れ
る
感
じ
が
す

る
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

　
建
物
は
か
な
り
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て

お
り
、
改
修
工
事
を
す
る
場
合
、
相
当
な

投
資
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
今
後
建
物

を
利
活
用
し
て
何
か
を
や
っ
て
い
く
の
は

か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
っ
て
い

る
。

●
小
山
氏
の
意
志
を
受
け
継
ぐ
若
い
芸
術

家
に
窯
と
邸
宅
を
譲
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。
具
体
的
に
募
集
を
か
け
る
な
ど

全
国
に
発
信
す
れ
ば
ど
う
か
。
手
を
こ
ま

ね
く
よ
り
は
、
一
歩
踏
み
出
し
た
対
策
を

お
願
い
し
た
い
。

　
案
内
看
板
の
設
置
に
つ
い
て
。

　
今
後
、
方
向
性
を
検
討
し
た
後
、
必
要

に
応
じ
て
看
板
は
設
置
し
た
い
。

◆
生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
的
に
困
窮
し
、
生
理

用
品
が
買
え
な
い
、
利
用
で
き
な
い
環
境

に
あ
る
生
理
の
貧
困
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
当
市
で
は
、
５
月
24
日
よ
り

無
償
配
布
の
窓
口
を
開
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

開
設
ま
で
の
経
緯
と
現
状
を
伺
う
。

　
市
民
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
生
活
困
窮

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
、
相
談
へ
の
移

行
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
こ
と
か
ら
開
設
。

配
布
場
所
は
、
福
祉
課
、
子
育
て
支
援
課
、

ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
土
岐
の
３
ヵ
所
。
現
在
、

23
人
の
方
に
渡
し
て
い
る
。
又
、
非
常
時

の
災
害
用
備
蓄
品
と
し
て
新
た
に
生
理
用

ナ
プ
キ
ン
を
購
入
し
た
。

　
小
中
学
校
で
の
対
応
は
。

　
５
月
中
に
学
校
規
模
に
応
じ
50
個
か
ら

２
０
０
個
を
各
校
へ
配
布
し
て
い
る
。
今

年
度
か
ら
は
、
生
理
用
品
を
必
要
と
し
て

い
る
児
童
・
生
徒
へ
貸
与
で
な
く
、
無
償

提
供
す
る
。
保
健
の
授
業
を
通
し
て
校
内

の
相
談
窓
口
を
紹
介
し
、
支
援
が
必
要
な

児
童
・
生
徒
の
声
が
届
き
や
す
く
す
る
。

◆
通
級
指
導
に
つ
い
て

　
通
級
指
導
の
位
置
づ
け
、
利
用
人
数
、

現
状
を
伺
う
。

　
主
に
話
す
、
聞
く
等
、
言
語
機
能
に
発

達
の
遅
れ
が
あ
る
言
語
障
が
い
の
児
童
へ

の
指
導
を
行
う
こ
と
ば
の
教
室
と
、
心
理

的
な
要
因
に
よ
る
自
閉
症
や
情
緒
障
が
い

の
児
童
へ
の
指
導
を
行
う
な
か
ま
の
教
室

を
土
岐
津
小
と
駄
知
小
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
。

こ
と
ば
の
教
室
で
は
、
土
岐
津
小
、
15
名

駄
知
小
、
８
名
の
合
計
23
名
。
な
か
ま
の

教
室
で
は
、
土
岐
津
小
、
37
名
、
駄
知
小
、

32
名
の
合
計
69
名
が
利
用
し
て
い
る
。

　
問
題
点
や
改
善
点
は
。

　
専
門
的
な
技
能
を
備
え
た
教
職
員
の
育

成
が
急
務
。

　
中
学
校
で
通
級
指
導
教
室
の
開
設
は
。

　
開
設
す
る
条
件
が
13
名
以
上
の
生
徒
で

構
成
と
あ
る
。
今
年
度
、
時
別
支
援
教
育

に
関
わ
る
指
導
教
諭
制
度
を
活
用
し
県
教

委
か
ら
１
名
配
置
。
全
体
の
把
握
を
し
て

中
学
生
で
の
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

今
後
の
対
策
を
練
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

水石　玲子

和田　悦子

生理用品無償配布デザイン
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◆
不
妊
・
不
育
症
の
支
援
に
つ
い
て

　
不
妊
治
療
助
成
の
拡
充
内
容
を
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

　
所
得
制
限
の
撤
廃
、
一
回
の
上
限
が
30

万
円
で
統
一
。
助
成
回
数
が
一
子
ご
と
に

６
回
ま
で
、
た
だ
し
、
妻
の
年
齢
が
40
才

以
上
43
才
未
満
は
３
回
ま
で
。

事
実
婚
も
認
め
ら
れ
る
。

令
和
３
年
１
月
１
日
以
降
に
終
了
し
た

治
療
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

　
不
育
症
の
検
査
費
用
の
助
成
は
。

　
流
産
検
体
の
染
色
体
検
査
な
ど
。
研
究

段
階
に
あ
る
不
育
症
検
査
に
係
る
費
用
で

一
回
の
検
査
に
つ
き
５
万
円
ま
で
助
成
す

る
。

　
助
成
制
度
の
市
民
へ
の
周
知
は
。

　
市
の
Ｈ
Ｐ
・
広
報
誌
で
周
知
に
努
め
る
。

◆
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　
小
中
学
校
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
授
業

の
現
状
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
全
小
中
学
校
の
児
童
、
生
徒

及
び
教
職
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
一
人
一
台
、

破
損
ケ
ー
ス
、
充
電
し
な
が
ら
保
管
で
き

る
施
錠
つ
き
保
管
庫
を
整
備
。

校
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
可
能
と
す
る
光
フ

ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
を
し
た
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
体
制
は
。

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
制

限
や
時
間
制
限
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
の
整
備
を
進
め
て
い

る
。

　
活
用
の
課
題
は
。

　
Ｗ
ⅰ
‒
Ｆ
ⅰ
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
家
庭
は
、
公
民
館
や
学
校
で
対
応
す
る
。

教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
重
要
。

各
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
支
援
を
行
う
為
、

学
び
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
室
を
室
長
以
下
５
名

の
体
制
で
設
置
す
る
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
不
登
校
児
童
・
生

徒
へ
の
学
習
支
援
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

◆
ご
み
の
分
別
回
収
に
つ
い
て

　
水
銀
廃
製
品
は
分
け
て
保
管
、
処
分
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
水
銀
電
池
等
の
有
害
物
質
の
含
ま
れ
る

も
の
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
昨
年
度
の
目
標
別
の
実
績
を
伺
い
ま
す
。

　
読
書
率
向
上
事
業
が
４
２
２
件
で
９
３

６
万
円
、
全
世
代
健
康
寿
命
延
伸
事
業
が

２
４
３
件
で
５
６
１
万
円
、
市
政
全
般
が

７
６
８
件
で
１
，８
８
４
万
円
で
す
。

　
寄
付
１
件
あ
た
り
の
金
額
は
ど
の
よ
う

で
す
か
。

　
１
万
円
か
ら
２
万
円
未
満
の
寄
付
金
が

全
体
の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
返
礼
品
の
分
野
別
の
件
数
と
金
額
は
ど

う
で
す
か
。

　
陶
磁
器
が
１
，３
１
３
件
３
，１
５
０
万

円
、
食
品
が
１
１
５
件
２
１
３
万
円
で
、

陶
磁
器
が
全
体
の
９
割
を
超
え
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。

　
節
度
あ
る
ふ
る
さ
と
納
税
で
あ
る
た
め

に
、要
し
た
事
業
費
は
い
く
ら
で
し
た
か
。

　

事
業
費
と
し
て
は
１
，３
５
６
万
円
で

し
た
。
寄
付
額
の
約
40
％
に
な
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
返
礼
品
は
寄
付
額
の
３
割
以

下
、
募
集
費
用
の
合
計
額
は
返
礼
品
を
含

め
て
５
割
以
下
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
進
め
方
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　

１
，寄
付
金
の
使
い
道
は
現
行
の
３
点

で
進
め
て
い
き
ま
す
。
２
，返
礼
品
提
供

事
業
者
さ
ん
に
努
力
を
い
た
だ
き
、
既
存

返
礼
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
努
め
ま

す
。
３
，新
規
の
事
業
者
の
開
拓
も
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。
４
，土
岐
市
な
ら
で
は

の
特
色
を
生
か
し
た
地
場
産
品
や
体
験
サ

ー
ビ
ス
の
Ｐ
Ｒ
強
化
に
と
り
く
み
ま
す
。

５
，土
岐
市
の
紹
介
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図

り
、市
の
魅
力
を
高
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

６
，ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
現
在
１
社
で
す

が
、
今
年
度
は
新
し
い
サ
イ
ト
を
追
加
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
以
上
の
よ
う
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
外
で
の
運
動
が
勧
め

ら
れ
て
い
る
が
、
公
衆
ト
イ
レ
が
少
な
い

と
思
い
ま
す
。町
別
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
土
岐
津
町
７
、
下
石
町
１
、
妻
木
町
２
、

鶴
里
町
０
、
曽
木
町
１
、
駄
知
町
１
、
肥

田
町
２
、
泉
町
13
、
で
合
計
27
か
所
設
置

し
て
お
り
ま
す
。

　
か
な
り
片
寄
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
各
町
に
公
衆
ト
イ
レ
を
増
や
す
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
フ
レ
イ
ル
予
防
と
し
て
、
今
年
度
は
公

園
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
、
都
市
公
園
健
康
遊
具
設
置
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
場
や

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設
定
と
と
も
に

公
衆
ト
イ
レ
の
必
要
性
を
検
討
し
、
と
き

げ
ん
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

髙井由美子

小関　祥子楓　博元

タブレットを使った授業


